
 

 
          

            

 

 

日頃体験できない学びを 

～小学生 海上から金沢港を見学～ 
 

金沢港湾・空港整備事務所では、地域の特性を生かした「総合学習」のテーマとして“港（みなと）”

情報の提供などによる支援を行っており、今回は、要請のあった「小松市立荒屋小学校」の生徒を対象に

以下により「港の総合学習」を実施します。 

「港の総合学習」とは、金沢港を実際に訪れてもらい、日頃体験できない海上から「みなと」の見学

を行ったり、座学を通じて「みなと」が私たちの暮らしの中で果たしている役割や毎日の生活との繋が

りを学ぶことで、「みなと」をより身近に感じ、港湾整備の重要性を理解してもらうことを目的としてい

ます。 

この取組を通じて、地域を思いやる豊かな心を持った人の育成に貢献したいと考えています。 

 

○開催日時・場所 

令和５年６月１６日（金） ９：３０～１０：５０ 

金沢港湾・空港整備事務所 金沢市大野町４丁目２－１及び金沢港内 

※当日は、当所会議室で「みなと」についての座学及び港湾業務艇「わかなⅡ」に乗船し、海上から金沢港

内の各施設の見学を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対象者 

小松市立荒屋小学校５年生 生徒２５名 

○主 催 

 国土交通省 北陸地方整備局 金沢港湾・空港整備事務所 

○取材について 

 ①取材を希望される方は、１５日（木）１７：００までにお問い合わせください。 

②天候等によっては中止する場合があります。 

 

発表記者クラブ  お問い合わせ先 

石川県政記者クラブ 

専門誌 
 

金沢港湾・空港整備事務所   

副 所 長  北山（きたやま） 

総務課長  伊藤（いとう）   

TEL 076-267-2241   

船内の様子 
座学

船上から見学 

北陸地方整備局 

金沢港湾・空港整備事務所 
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